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改正案 現行 

整理番号 No. 1-023 

 

平成 17 年 10 月 1 日 制定（国空機第 682 号） 

平成 23 年 6 月 30 日 一部改正（国空機第 282 号） 

令和 2 年 6 月 17 日 一部改正（国空機第 285 号） 

令和 3 年 7 月 30 日一部改正（国空機第 384 号） 

令和 4 年 4 月 1 日一部改正（国空機第 1190 号） 

令和 X 年 X 月 XX 日一部改正（国空安政第 XXX 号） 

 

サーキュラー 

 

国土交通省航空局安全部安全政策課長 

 

件名：機体の改造、装備品等の変更等の記録の管理（変更審査表の取扱い） 

 

整理番号 No. 1-023 

 

平成 17 年 10 月 1 日 制定（国空機第 682 号） 

平成 23 年 6 月 30 日 一部改正（国空機第 282 号） 

令和 2 年 6 月 17 日 一部改正（国空機第 285 号） 

令和 3 年 7 月 30 日一部改正（国空機第 384 号） 

令和 4 年 4 月 1 日一部改正（国空機第 1190 号） 

 

 

サーキュラー 

 

国土交通省航空局安全部航空機安全課長 

 

件名：機体の改造、装備品等の変更等の記録の管理（変更審査表の取扱い） 

 

4. 変更審査表の取扱い 

変更審査表の取扱いは次のとおりとする。 

4-1 変更審査表の様式は様式Ⅰのとおりとする。 

なお、本サーキュラー第 4-2 項により、提出する変更審査表のサイズは A4 版横とするが、イメージ・

スキャナーによる処理に適するよう、字体はなるべく大きなものとする。 

4-2～4-7（略） 

4. 変更審査表の取扱い 

変更審査表の取扱いは次のとおりとする。 

4-1 変更審査表の様式は TCF-1-201A とする。 

なお、本サーキュラー第 4-2 項により、提出する変更審査表のサイズは A4 版横とするが、イメージ・

スキャナーによる処理に適するよう、字体はなるべく大きなものとする。 

4-2～4-7（略） 

附則（令和 X 年 X 月 X 日） 

 1. 本サーキュラーは、令和 4 年 6 月 18 日から適用する。 

 

 

様式Ⅰ 

変更審査表 

①・②（略） 

③変更事項 

変更の概要    

 変更前 変更後 限定の有無 

名称   

型式   

製造者   

製造番号    

その他    

TCF-1-201A 

変更審査表 

①・②（略） 

③変更事項 

変更の概要    

 変更前 変更後 限定の有無 

名称   

型式   

製造者   

製造番号    

その他    
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④～⑨（略） ④～⑨（略） 
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改正案 現行 

整理番号 No.4-004 

 

平成 12 年 1 月 28 日 制定（空機第 74 号） 

～ 

令和 4 年 4 月 1 日 一部改正（国空機第 1190 号） 

令和 X 年 X 月 X 日一部改正（国空安政第 XXX 号） 

 

サーキュラー 

 

国土交通省航空局安全部安全政策課長 

 

件名：整備規程審査実施要領細則 

 

整理番号 No. 4-004 

 

平成 12 年 1 月 28 日 制定（空機第 74 号） 

～ 

令和 4 年 4 月 1 日 一部改正（国空機第 1190 号） 

 

 

サーキュラー 

 

国土交通省航空局安全部安全政策課長 

 

件名：整備規程審査実施要領細則 

3. 整備基地 

3-1・3-2（略） 

3. 整備基地 

3-1・3-2（略） 

3-3 航空機に装備する装備品、予備品等 

3-3-1（略） 

3-3-2 予備品及び予備部品の取扱い 

予備品及び予備部品（以下「予備品等」という。）については、3-3-1 に加えて次の事項を定めること。 

3-3-2-2 予備品等の借用に係る基準が適切に定められていること。予備品等を事業者間等で融通しあう

場合は以下が定められ、予備品等の融通に係る手順が定められていること。 

(1) 予備品等の融通を受ける場合の受領検査の方法が定められていること。当該受領検査にあたって

は、予備品等を他の事業者から受領する際に、法第 20 条第 1 項の認定を受けた事業場の装備品等

基準適合証等、当該予備品等が使用可能な状態にあることを示す有効な帳票が添付されていること

を確認することとなっていること。また、必要に応じて、当該予備品等の試験成績書、履歴等によ

り当該予備品等の性能等が満足できる状態にあることを確認することとなっていること。さらに、

外観検査により当該予備品等の状態に異常がないことを確認することとなっていること。 

  (2)・(3)（略） 

3-3 航空機に装備する装備品、予備品等 

3-3-1（略） 

3-3-2 予備品及び予備部品の取扱い 

予備品及び予備部品（以下「予備品等」という。）については、3-3-1 に加えて次の事項を定めること。 

3-3-2-2 予備品等の借用に係る基準が適切に定められていること。予備品等を事業者間等で融通しあう

場合は以下が定められ、予備品等の融通に係る手順が定められていること。 

(1) 予備品等の融通を受ける場合の受領検査の方法が定められていること。当該受領検査にあたって

は、予備品等を他の事業者から受領する際に、法第 20 条第 1 項の認定を受けた事業場の装備品基

準適合証等、当該予備品等が使用可能な状態にあることを示す有効な帳票が添付されていることを

確認することとなっていること。また、必要に応じて、当該予備品等の試験成績書、履歴等により

当該予備品等の性能等が満足できる状態にあることを確認することとなっていること。さらに、外

観検査により当該予備品等の状態に異常がないことを確認することとなっていること。 

  (2)・(3)（略） 

8. その他の整備等の要件 

8-1・8-2（略） 

8. その他の整備等の要件 

8-1・8-2（略） 

8-3 整備部門以外が行う整備管理について 

カーゴコンテナ等の貨物搭載機器（Unit Load Device。（以下「ULD」という。））、ギャレーカート及び

スタンダードユニットについては、整備部門以外の部門（例：貨物部門、空港運営部門）により管理され

ていることがある等、その運用等が通常の装備品と異なる。 

これも踏まえ、ULD、ギャレーカート及びスタンダードユニットについては、その整備等の方法を整備

規程に定めること。なお、整備等の方法の詳細については、ULD、ギャレーカート及びスタンダードユニ

8-3 整備部門以外が行う整備管理について 

カーゴコンテナ等の貨物搭載機器（Unit Load Device。（以下「ULD」という。））、ギャレーカートにつ

いては、整備部門以外の部門（例：貨物部門、空港運営部門）により管理されていることがある等、その

運用等が通常の装備品と異なる。 

これも踏まえ、ULD 及びギャレーカートについては、その整備等の方法を整備規程に定めること。な

お、整備等の方法の詳細については、ULD、ギャレーカートを取扱う部門の規程等に定めてもよい。 
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ットを取扱う部門の規程等に定めてもよい。 

附則（令和 X 年 X 月 X 日） 

 1. 本サーキュラーは、令和 4 年 6 月 18 日から適用する。 

 

 2. 「整備規程審査実施要領細則」の令和 3 年 7 月 30 日一部改正（国空機第 384 号）の附則第 2 項を

次のとおり改正する。 

2.  8-3 の改正規定については、改正後の規定にかかわらず、当面の間、カーゴコンテナ等の貨物搭載

機器、ギャレーカート及びスタンダードユニットについて、従前の方法で管理されているものを航

空機に装備できることとする。この場合には、8-3 の規定を適用しない。 

 

 

 

2.  8-3 の改正規定については、改正後の規定にかかわらず、当面の間、カーゴコンテナ等の貨物搭載機

器、ギャレーカートについて、従前の方法で管理されているものを航空機に装備できることとする。こ

の場合には、8-3 の規定を適用しない。 
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改正案 現行 

整理番号 No.6-013 

 

平成 12 年 5 月 19 日 制定 （ 空機第 561 号） 

～ 

令和 4 年 4 月 1 日 一部改正（国空機第 1190 号） 

令和 X 年 X 月 X 日一部改正（国空安政第 XXX 号） 

 

サーキュラー 

 

国土交通省航空局安全部安全政策課長 

 

件名：航空安全情報管理・提供システムによる安全情報サービス利用要領 

 

整理番号 No.6-013 

 

平成 12 年 5 月 19 日 制定 （ 空機第 561 号） 

～ 

令和 4 年 4 月 1 日 一部改正（国空機第 1190 号） 

 

 

サーキュラー 

 

国土交通省航空局安全部航空機安全課長 

 

件名：航空安全情報管理・提供システムによる安全情報サービス利用要領 

 

第２章 ＡＳＩＭＳサービスの内容 第２章 ＡＳＩＭＳサービスの内容 

（ＡＳＩＭＳサービス機能） 

第 3 条 ＡＳＩＭＳサービスで取り扱われる機能は、次のとおりとする。 

(1)（略） 

（ＡＳＩＭＳサービス機能） 

第 3 条 ＡＳＩＭＳサービスで取り扱われる機能は、次のとおりとする。 

(1)（略） 

(2) 安全情報の閲覧  

(a) 航空機・装備品に関する以下の情報の閲覧  

① 型式証明に関する情報  

② 航空機検査適用基準  

③ 追加型式設計承認に関する情報  

④ 型式承認及び仕様承認に関する情報  

⑤ 飛行規程に関する情報  

（削除） 

⑥ 超軽量動力機等の型式認定に関する情報 

(2) 安全情報の閲覧  

(a) 航空機・装備品に関する以下の情報の閲覧  

① 型式証明に関する情報  

② 航空機検査適用基準  

③ 追加型式設計承認に関する情報  

④ 型式承認及び仕様承認に関する情報  

⑤ 飛行規程に関する情報  

⑥ 予備品証明対象部品  

⑦ 超軽量動力機等の型式認定に関する情報 

附則（令和 X 年 X 月 X 日） 

 1. 本要領は、令和 4 年 6 月 18 日から適用する。 
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改正案 現行 

整理番号 No.6-014 

 

平成 22 年 6 月 14 日制定（国空機第 168 号） 

～ 

令和 4 年 4 月 1 日一部改正（国空機第 1190 号） 

令和 X 年 X 月 X 日一部改正（国空安政第 XXX 号） 

 

サーキュラー 

 

国土交通省航空局安全部安全政策課長 

 

件名：不正品の疑いがある装備品等の報告について 

 

整理番号 No.6-014 

 

平成 22 年 6 月 14 日制定（国空機第 168 号） 

～ 

令和 4 年 4 月 1 日一部改正（国空機第 1190 号） 

 

 

サーキュラー 

 

国土交通省航空局安全部航空機安全課長 

 

件名：不正品の疑いがある装備品等の報告ついて 

 

附則（令和 X 年 X 月 X 日） 

 1. 本サーキュラーは、令和 4 年 6 月 18 日から適用する。 
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